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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・9/15(火)16(水)第4回院内研修17:30～18:30　場所:メンタルケア病棟4階

テーマ:「防災訓練における目的や意義」
・9/16(水)八戸短期大学看護実習予定
・広報委員会より、ふれあい秋祭りアンケート記入願いのメールが各自に届いている。提出期限は9/18(金)17時まで。添付ファイルを印刷記入し、各部署の委員会スタッフへ提出。(通所は、佐々木)
＜青明舎登録者様情報＞
・大久保恒夫様～9/9(水)本人より電話あり。特定スタッフへ被害的発言を訴えることあり、傾聴して対応している。身に覚えはないが、誤解させてしまったのであれば申し訳ないこと伝えると「まぁ、いいですけど。じゃ。」と電話を終えている。
9/12(土) 3:42本人より夜間電話あり。「わー死ぬのかなぁと思って。」と話される。調子が悪いのか尋ねると「時々息苦しくなる時がある。」「今もちょっと息苦しい。タバコのせいかな。」と話す。主治医に相談出来ているか尋ねると「薬局には喋った。」と話されているため、きちんと症状を主治医に相談する必要がある事を伝えている。次回受診は9/24と話されているため、それまで待てない様であれば早めに受診して欲しい事、もし動けなくなるような事があれば、青明舎へ連絡、または妻（律子様）に助けを求め救急車を呼んでもらう事を提案すると了承され電話を終えている。

・高柳　和子様～9/9(水)定期訪問実施。訪問すると、福祉商品券受取の為の提出書類に必要な通帳と健康保険証のコピーをとるため、近隣のよこまちストアまでの同行依頼あり、同行している。1週間位前から気になっており、そわそわ感があったとのこと。事を終えると安堵感を示されている。
体調について確認すると、「波があります。悪かったり、良かったり。」と話されている。昨日はデイケアに通所できなかったが、明日は行きたいと思っているという。また、青明舎のぶどう狩りへの参加希望が聞かれており、受理している。

・清水　秋男様～9/7(月)本人へ引越しの理由について確認した所、「俺も甘い考えだった。」｢はっきりした理由もなく先生に喋っちゃったからさ。｣と執拗に話されている。しかし、徐々に話しを聴いていくと、「ただ、環境を変えたいと思ってて。」「俺が部屋で煩くしているから、隣の人に迷惑を掛けていると思ってさ。（特に隣人から苦情等来た事はない。）」という点が、主な理由である様子で話されている。
9/10(木)定期訪問実施。引っ越しの件について、安易な発言をして申し訳ないと謝罪されているが、本人が謝ることはないことを説明している。引っ越したい理由について主治医へ話しておいたことを伝えると「ありがとう。」と返答され、次回受診時に、本人からも改めて言うよう伝えると了承されている。また、体重が増加傾向にあるため、主治医からも体重を増やさないよう言われているとのこと。自身も間食していることを自覚しており、気を付けないといけないと話されている。
・青木　紀子様～9/13(日)定期訪問実施。体調は問題ないと話されているが、食欲が少し落ちており、睡眠状況も少し不安定だと話されている。原因として根地戸様との関係が心配であると話す。現在も1日1～2回電話がかかってきて、普通の会話であれば問題ないが、根地戸様より「（あたし）死なない？」と聞かれたりすると、「大丈夫だよ。」と返答しているが、自分に相談するよりもっと別の所（青明舎等）へ電話すればいいのに…という思いがあるとの事。父様とは時々連絡をとっており体調も落ち着いてきたとの事。来週あたり会いに行きたいと話されている。生理痛が昔から酷く、先週根城にある「麻美クリニック」へ受診してきたとの事。子宮内膜症や、子宮筋腫の心配はなく念の為、がん検診も行ってきたと話す。2週間後に郵送で結果が届くと話されている。自身が借りているアパートについて、いろいろ計算すると毎月8千円程損している為、東海林氏が借りているアパートの隣の空き部屋へ引っ越したいが大家さんが生活保護の人を住ませたくないと希望しているため、なかなか言い出せないと話されている。
・東海林康之様～9/13(日)定期訪問実施。体調について尋ねると良い事を話され、風邪を引くことも無いとの事。交際相手の青木様の現在のアパートについて、月8千円は損をしている計算になる為、自身の隣部屋へ引っ越して欲しいと話す。青木様との結婚を考えて主治医へ相談等しているが、「大変だよ…。」と言われている事や、自身の身内に紹介しなくてはならないことを考えているうちに、どんどん歳をとってしまうと話されている。他に心配事は無いか尋ねると、主治医の川端先生が12月中旬で独立開業されることで、その後はどの先生に診てもらえば良いのか心配していると話されている。田名部先生と面識はないが仕事の都合上、水曜日を希望している。その事については主治医の川端先生と相談し決めて欲しい事を伝えると了承されている。
＜グループホーム入居者様情報＞
・番沢　政勝様～担当医である川端Dr開業の為、病院を移ることについては、自分の中では青南病院から移ることに決めたとの事。「どうやって行ったらいいのか？」と相談あり、バスの時刻表を渡してスタッフと一緒に確認をしているが、それまで時刻表に変更があるかもしれないことを伝えている。
・五日市　規様～9/16(水)住所変更等の手続きあり二戸に、18(金)八戸市役所に各種手続きあり、デイケア欠席予定。

・坂本　健治様～食生活について、自炊をしたり青山荘で食事を摂ったりしている。自炊の際は、ご飯と生卵と味噌汁や麺のみの焼きそばを作って食べている。焼きそばについては、野菜や肉も入れて作るようにアドバイスしている。食生活については様子観察し、引き続きグループホーム内での生活を確認していく。
・中村　茂　様～本日訪問すると、1階に下りてきている。足に力が入らない為、どうしたら良いかと世話人に聞いてくる。階段も下りてこられる事と、８月は水曜日以外はデイケアにいけている事など伝えている。

・田中　一　様～9/18(金)自分の血圧計が電池切れの為、血圧測定を行っていないが、たぶん少し高いと思うと話している。血圧のお薬も朝服用している為、デイナイトケアに行った頃には落ち着いているのでは？と話すと、「そうかも知れません。」と話している。最近は、体調は良く、夜も良く眠れており、血圧も落ち着いているとの事。
・古舘　ヨリ様～本人から青陽館スタッフに、血糖値が高値である事の不安や相談がある。食事内容を確認すると、夕食は16時半頃摂っており、再度夜食にラーメンを食べたりすることが甘い物を食べていることもあると話されている。夕食時間について、時間を遅らせて食べる工夫や運動量についてアドバイスしている。
＜利用者様情報＞

・鈴木　惇浩様～9/12（土）八戸赤十字病院退院後､本日久々に来所。すっきりした表情で声色も明るく､｢だいぶ良くなりましたよ｣｢体重も10kg減って…。なんとか､2～3kg戻したっすけど｣等と話している。自身で当院外来受診日を決めたり､職員へ就労に関しての相談をしたりと活動的で､プログラム中も休むことなく起きて過ごしている。運動療法にてウォーキングにも参加している。また､八戸赤十字病院にて諸検査実施したところ､クローン病と診断されたとのことで､今後も同院にて治療を継続予定。現在は症状が軽減しており､今後も定期的に点滴療法等を継続していくとのこと。
・青木　紀子様～本人より相談がある。先週外来受診時､主治医が12月中旬で退職することを聞き､不安が強まったことを理由に､土曜日に同居人が不在時にビール1本飲酒したことを話している。｢やってしまった。どうしよう｣｢もっと不安になって､昨日は眠れなかった｣等と話しており､傾聴。飲酒によって生じるメリット･デメリットを振り返ると､｢以前のノンアルみたいに､習慣になってしまうかもしれない｣｢薬との併用で危ないよね｣等と理解することが出来ている。今後､就労した後のことを考え､ストレスや不安を酒類等に依存しないよう､自分なりの対処方法を考えることが必要であることを説明し､再度振り返りをしている。｢気持ちを切り替える為にも､受診時先生にも話してくる｣と話している。
・鈴木真知子様～青風荘より情報提供あり。本日、通所に出掛ける前に服装を確認すると、衣類を7枚･ズボンを2枚･靴下を2足重ね着している。昨夜着用したﾘﾊﾊﾟﾝをパンツに着替えずはいており、ﾘﾊﾊﾟﾝに尿取パットとペーパーを丸めて挟めている。また、下痢便が付着したパンツをゴミ箱に直接捨てており、不潔な為注意・指導をしているが、声を出し「あはは…」と笑い、聞く耳持たずにいる状態。笑う理由を伺うと「買物したくて…。下痢便がおかしくて…」と返答時も笑いながらで、理解の乏しさ見られるとのこと。

＜外来情報＞

・清水　泰雅様～栄養指導実施。担当医が退職する為、今後について説明を受けている。
・高阪　博英様～担当医が退職する為、今後について説明を受けている。通院先は変えずに担当医だけ変えるか、通院先をあおぞらクリニックに変えるか、妹様と相談するよう伝えている。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（高柳　和子様）

実施日：H27年9月14日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　担当チーム：油津裕子・鳥谷部久美子・會津慧実

　　　　　　　　　参加者：慶長、鳥谷部、油津、會津、川井、佐々木

検討内容　目標の再検討

	氏名
	高柳　和子様
	性別
	女
	年齢
	56
	生年月日
	S34・7・18

	主病名
	統合失調症
	合併症
	甲状腺機能低下症

	治療方針（医師の指示）
	1､ 基本的生活習慣の習得。＜注意・禁忌事項＞

2､ 対人関係の改善。　　　時々､希死言動見せる事あり、表情

3､ 病識を見につける。　　言動面に注意。観察を要する。

4､ 社会資源の利用。

	本人希望
	

	家族希望
	

	入院歴
	計15回（最終：H20年9月～H20年10月1日　八戸赤十字病院）

	通所歴
	　　回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H21年1月7日～現在　　（週2回/火・木曜日）

	その他サービス利用
	青明舎　訪問看護

	住居：単身生活(アパート)
	家族構成

弟(階上)⇒実(保護者)

弟(八戸)

弟(八戸)

	利用制度
	手帳1級
	年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①家族と仲良く交流したい。
	①家族と適切な距離感を保つ。
	①家族の事情を考えて、接しすぎないようにする。
	①家族と連絡する時は、何時に電話をしていいかメールで確認する（何度も確認しない）。不安や悩みは、家族ではなくスタッフに相談し、家族に負担が掛からない連絡のとりかたについてともに検討する。

	②不安や悩みを抱え込まず､職員に話すことで不安を軽減させ､衝動行為に至らないことが出来る。
	②不安や悩みを
職員へ自ら相談することが出来る
	②職員に声をかけられた時､自分の不安や悩みを伝えることが出来る。
	②不安や悩みがある場合は､抱
え込まずに職員へ相談する。職員は､定期的に本人へ声をかけ､不安や悩みがないか確認し､傾聴して対応策を本人とともに考える。

	3 体重を維持することができる。
	③体重増加しないようにする。
	③60kgを越えない。
	③バランスを考えた食事を摂り、間食は低カロリーのものか小袋を購入する。余暇時間は廊下をウォーキングする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①家族の事情を考えて、接しすぎないようにする。
	家族との距離は適度に保たれている。時折、伯母の訪問等でお餅や野菜を貰ったと嬉しそうに話している。階上在住の弟様にお風呂や電化製品など、故障して困ったとき連絡をとりアドバイスを受けるなどしている。過度とはならず良い距離感は保たれている。また、弟様に「私はこんな病気になって苦しい。普通の人が羨ましいと言ったら、何言っているの、普通に見える人でもみんな何かしら抱えて生きているんだよ、お前は幸せものだよと言われた事に、普通に見えている人も何かしらあるんだと思ったら少しは楽になった」と話されている。
	弟とは､電話ではなくメールでやり取りをすることで､ちょうど良い距離を保っている。｢弟がメールを返してくれた｣と嬉しそうに話すこともある。弟と仲良く関わっていきたいという気持ちが強まり､過干渉となり関係性が悪化する危険性もある為、継続する。

	②職員に声をかけられた時､自分の不安や悩みを伝えることが出来る。
	スタッフの声掛けには、デイケアの日は気が重いが出席してスタッフに話を聞いてもらい良かったと話すが、一方スタッフが急がしそうで、利用者も変わりガヤガヤしていて落ち着かないと話す事もある。家に居る事がいいけど考え過ぎてしまい精神的に苦しくなったり、凄く辛い、なんで自分だけがこんな病気になったかと思うと普通の人が羨ましいなど訴え聞かれている。上記内容を傾聴しながら1人ぼっちではない事を伝えている。不安が常にあり全く晴れることはないと話している。
	不安･悩みを自ら相談することは少ないものの､職員から声をかけると､自分の気持ちを事細かに伝え､不安を解消することができる。しかし､抑うつ感が強まると､｢職員が私の話を聴いてくれない｣｢聴きたくないみたいな態度をする｣等と被害的な訴えをすることがある為、継続する。

	③60kgを越えない。
	現在、64㎏で経過。運動の時間帯は入浴されているが、時折レクダンスに参加し取り組みしている事みられている。食事面では野菜を多く摂取するようには心がけていると話すも野菜類は少ないように思われる。間食では、一時期好きなとうもろこしを食べ過ぎて体重が増える事見られていた。栄養指導はためになると話すも、食べるのを抑えれなければ、エアロビをやったらどうかの提案に「ショックだった、以前エアロビをやって具合い悪くなった事があったから」と話している。最近は、過剰摂取することなく叔母様からの差し入れの切り餅も二枚と決めていると話している。
	本人は､｢体重を減らしたいというより､60kg前後をキープしたい｣という気持ちである。しかし､自ら運動をしようとしないことや、食事はカロリーが高い･野菜の摂取量が少ないことが目立つ。本人は、一日の野菜摂取量について、味噌汁の具に野菜があるだけで､｢充分摂れている｣という捉え方をしている。栄養指導では、同様の考え方がある。廊下でのウォーキングや､食事の献立の指導等を継続する必要がある。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	1 家族と仲良く交流したい。
	①家族と適切な距離感を保つ。
	①家族の事情を考えて、接しすぎないようにする。
	①家族と連絡する時は、何時に電話をしていいかメールで確認する（何度も確認しない）。不安や悩みは、家族ではなくスタッフに相談し、家族に負担が掛からない連絡のとりかたについてともに検討する。

	2 不安や悩みを抱え込まず､職員に話すことで不安を軽減させ､衝動行為に至らない。
	②不安や悩みを職員へ自ら相談することが出来る
	②職員に声をかけられた時､自分の不安や悩みを伝えることが出来る。
	②不安や悩みがある場合は､抱え込まずに職員へ相談する。職員は､定期的に本人へ声をかけ､不安や悩みがないか確認し､傾聴して対応策を本人とともに考える。

	3 体重を維持することができる。
	③体重増加しないようにする。
	③60kgを越えない。
	③バランスを考えた食事を摂り、間食は低カロリーのものか小袋を購入する。余暇時間は廊下をウォーキングする。


